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むらの人口 （平成 21 年 12 月１日現在）　（　）は前月比

 総数：9,297 人（+5）    男 : 4,544 人（+5）  女 : 4,753 人（± 0）
 世帯数 : 3,219 世帯（+1）
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今年は会場を宮田村体育センターに移して

開催。約 400 人が会場を訪れ、出来立て

の紫輝 2009 を味わいました。

紫
輝
２
０
０
９ 

デ
ビ
ュ
ー

　

信
州
み
や
だ
ワ
イ
ン
紫
輝
の

新
酒
が
12
月
６
日
に
行
わ
れ
た

ワ
イ
ン
祭
り
で
解
禁
に
な
り
ま

し
た
。

　

村
内
の
栽
培
農
家
が
丹
精
込

め
て
造
っ
た
ブ
ド
ウ
を
、
村
内

の
工
場
で
醸
造
す
る
、
ま
さ
に

メ
イ
ド
イ
ン
宮
田
、
村
の
ブ
ラ

ン
ド
で
す
。

　

原
料
は
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
と
カ
ベ

ル
ネ
ソ
ー
ビ
ニ
オ
ン
と
の
交
配

種
『
ヤ
マ
ソ
ー
ビ
ニ
オ
ン
』。

長
雨
の
影
響
が
心
配
さ
れ
た
今

年
の
夏
で
し
た
が
、
そ
の
後
の

好
天
で
糖
度
も
挽
回
。
「
こ
こ

数
年
で
一
番
」
と
い
う
い
い
ブ

ド
ウ
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。「
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
し
っ
か
り

と
し
た
ワ
イ
ン
に
仕
上
が
り
ま

し
た
」
と
本
坊
酒
造
の
醸
造
担

当
者
。

　

栽
培
農
家
、
醸
造
者
と
真
心

込
め
て
つ
く
っ
た
宮
田
村
の
ワ

イ
ン
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

■
紫
輝
２
０
０
９

　
　
　
　
　
１
９
０
０
円
／
１
本

　

村
内
の
酒
店
、
ま
た
は
本
坊

酒
造
内
の
売
店
で
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。

○
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　
平
成
21
年
度
宮
田
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

○
議
会
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正

○
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正

○
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等
の
給
与
及
び
旅
費

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
法
の
改
正
に
準
じ
て
、

　

12
月
支
給
の
期
末
勤
勉
手
当
を
、
議
員
、
特
別
職
、
一

　

般
職
員
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
も
の
で
す
。

臨時会
平成 21 年 第８回議会

戸 

別 

受 

信 

機 

を
配
布
し
ま
し
た
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

音
声
告
知
放
送
と
違
う
の
？

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し

て
い
る
ご
家
庭
に
は
「
音
声
告

知
放
送
」
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
は
お
知
ら
せ
の

ほ
か
に
火
災
発
生
時
な
ど
の
緊

急
放
送
も
流
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
音
声
告
知
放
送
と
は
ど
う
違

う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

音
声
告
知
放
送
は
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
て

放
送
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

お
配
り
し
た
受
信
機
は
無
線
で

放
送
を
受
信
す
る
た
め
、
災
害

時
に
も
確
実
に
情
報
を
受
信
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

今
後
こ
の
戸
別
受
信
機
で
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
を
使
っ
た
地
震
速
報

な
ど
も
送
信
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
に
戸
別
受
信
機
は
災

害
時
の
情
報
伝
達
用
ス
ピ
ー

カ
ー
な
の
で
す
。

　

こ
の
「
戸
別
受
信
機
」
は
、
火
災
発
生

時
な
ど
の
災
害
時
に
屋
外
の
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
流
れ
て
い
る
放
送
を
、
戸
別
に
受
信

し
て
放
送
す
る
た
め
の
装
置
で
す
。

　

災
害
時
の
放
送
は
、
役
場
か
ら
無
線
（
防

災
無
線
）
で
各
地
区
に
あ
る
ス
ピ
ー
カ
ー

（
屋
外
子
局
）
へ
送
信
し
て
放
送
を
し
て

い
ま
す
が
、
場
所
に
よ
っ
て
は
家
の
中
に

い
る
と
聞
き
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
た

め
、
各
戸
で
受
信
で
き
る
受
信
機
を
全
戸

に
配
布
し
ま
し
た
。
家
の
中
で
受
信
で
き

る
場
所
を
選
ん
で
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

取
り
扱
い
が
わ
か
ら
な
い
時
や
、
う
ま
く

受
信
で
き
な
い
場
合
は
、
説
明
に
伺
い
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
入
居
者
、
事
業
所
は

今
後
設
置
希
望
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。

アンテナ
        を伸ばす

電池も
入れておきましょう

音の大きさ
     を調整する

防災無線は、送信状況の確認も兼ねて毎日定時の
チャイム（７時・正午・17 時）を鳴らしています。
このチャイムを使って受信状況の確認をし、音量
などの調整をしましょう。
また火災や災害時などの緊急放送時は最大音量
で流れ、ライトが点滅します。「緊急解除 / 停止」
ボタンを押すと通常の音量に戻ります。

※くわしい取扱方法は受信機に同封の説明書をご覧ください。

附属のコードを本体側
面に差し込みコンセン
トを入れ、電源スイッ
チを「入」にします。

災害時などで停電した
時にも受信できるよう
に乾電池を入れておき
ます。単１、単２、単
３電池どれでも使える
ようになっています。

❶準備

❷調整

電源を入れる

緑色のランプが点灯す

れば準備完了です。受

信状況を確認してみま

しょう。

背面にある番号は受信
機の登録番号。取り外
さないでください。

00 001
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平
成
21
年
第
８
回
議
会
臨
時
会

は
11
月
23
日
に
開
催
さ
れ
、
専
決

処
分
事
項
の
報
告
、
条
例
改
正
案

の
５
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
議
案
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問総務課 総務係☎ 85 - ３１８１
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宮田村役場 
☎ 0265-85-3181（代）
FAX 0265-85-4725

村民会館
（教育委員会・公民館・図書館）
☎85-2314

老人福祉センター
☎85-4128

宮田村公式ホームページ
http://www.vill.miyada.nagano.jp

12/11 ～  情報発信！チャンネルみやだ

12/18 ～  商工会だより

12/25 ～  ＴＶこまうすゆきそう１c h

1/ 1 ～  新年のあいさつ

1/ 8 ～  情報発信！チャンネルみやだ

ケーブルテレビ１ch
■毎週金曜日 19 時入れ替え

■放送時間  6:30 8:30 12:30

　　　　　 19:00 21:00 23:00

今月の納税 など
国民健康保健税　第７期
固定資産税　　　第３期
後期高齢者医療保険料　第６期
　納期限・振替日 12/25（金）

水道料・下水道使用料
今月は… 町１, 町２, 大田切
　大久保 , 中越 , つつじが丘

相談日
■心配ごと・行政相談
12/20（日）・1/17（日）
午後１時～３時  場所：なごみ家

■結婚相談
12/23（水）・1/13（水）
  午後６時～８時　場所：デイサービスセンター

よろこび
前橋　歩

ほ の か

果ちゃん　　　　町１

直也・雪乃さん

山本　悠
は る と

人くん　　　　　新田

智之・陽子さん

木村　恒
こ う た

太くん　　　　　南割

幸雄・麻友さん

吉沢　莉
り お ん

音ちゃん　　　大久保

雄治・杏奈さん

岡村　心
み く

玖ちゃん　　　大田切

穣・友見さん

古久根　詩
し の

乃ちゃん　　　新田

喜希・利奈さん

有賀　妃
ひ よ く

翼くん　　　　　町３

祐一・真美さん

かなしみ
城倉　なを江さん　　　 99 歳

町１　元久さん・母

細田　圭一さん　　　 　61 歳

大久保　隼平さん・父

小田切　志げよさん　　 93 歳

大久保　一廣さん・母

浦野　保子さん　　　　 84 歳

つつじが丘　和広さん・叔母

友野　正一さん　　　　 97 歳

　　　　南割　満喜緒さん・父

金子　久美さん　　　　 42 歳

　町３　和雄さん・子

酒井　英子さん　　　　 93 歳

中越　重彦さん・母

くらしの情報 INFORMATION

12  DECEMBER
 師 走

社会保険庁が
日本年金機構に変わります

　住民のみなさまの信頼に応

え、一層のサービス向上の実現

を目指して、社会保険庁は１月

１日から「日本年金機構」に変

わります。名称は変わりますが、

年金相談などの窓口として引き

続きご利用いただけます。

■お近くの保険事務所は

　伊那社会保険事務所が１月１

　日から「伊那年金事務所」と

　なります。

　※場所の変更はありません。

多重債務でお悩みの方へ

　長野財務事務所では、返済し

きれないほどの借金を抱えお悩

みの方を対象とした相談を行っ

ています。相談内容に応じて弁

護士・司法書士などを紹介しま

す。秘密厳守・相談無料です。

ひとりで悩まずご相談くださ

い。

■受付時間

　月曜日～金曜日（祝日を除く）

　午前 8 時 30 分～正午

　午後 1 時～午後 4 時 30 分

■相談・お問い合わせ先

　長野市旭町 1108　長野第２

　合同庁舎内

　財務省関東財務局長野財務事

　務所「多重債務相談窓口」

　☎０２６－２３４－２９７０

　　　　　　　（相談窓口直通）

年末年始のごみ収集と
伊南行政組合業務の日程

■ごみの収集

　12 月 30 日～

　　　1 月 3 日は休業

　年末は 29 日（火）の可燃ご

　み【赤】まで通常どおり行い、

　年明けは 4 日（月）の容リ

　プラ【紫】から開始します。

■伊南聖苑（火葬場）

　12 月 31 日～

　　　1 月 2 日が休業

■衛生センター

　12 月 30 日～

　　　1 月 3 日が休業

問住民福祉課 住民生活係

　　　　　　☎８５－５８６１

ご意見お寄せください
評価へのパブリックコメント

　宮田村では村の将来像に向け

ての施策など、むらづくりの基

本的な方針を示す「第５次総合

計画」（平成 23 年度～ 33 年度）

の策定に向けて、第４次総合計

画後期基本計画の評価を行いま

した。村のみなさんにもご協力

いただいたアンケートなどを分

析し評価をしています。

　この評価に対するみなさんの

ご意見（パブリックコメント）

を募集しています。

　ぜひみなさんのご意見をお寄

せください。

■評価結果の公表

　宮田村公式ホームページに評

　価結果が公表されています。

　トップページ 目的から探す

　→ 情報公開 → 総合計画

■コメントの方法

　宮田村公式ホームページから

　専用の入力フォームに必要事

　項を入力して送信してくださ

　い。

■募集期間

　12 月 26 日（土）まで

問総務課 企画情報係

　　　　　　☎８５－３１８１

参加者募集 宮田村総合計画
策定のためのワークショップ

　第５次総合計画策定に向け

て、より多くのみなさんからご

意見をいただくためのワーク

ショップを開催します。

■日時

　第１回　１月８日（金）

　第２回　２月８日（月）

　　時間はいずれも午後６時～

■会場　役場会議室

■募集人数　10 人程度

※事前にお申し込みください。

　（応募者多数の場合は抽選）

問総務課 企画情報係

　　　　　　☎８５－３１８１

古い消火器の
破裂事故に注意を！

　消火器は高圧ガスを利用し

て、消火薬剤などを放出する構

造になっています。消火器が錆

びていたり傷があったりすると

破裂する危険性があります。消

火器の状態を点検し、腐食が進

んでいるもの、耐用年数が過ぎ

たものは絶対に使用しないでく

ださい。

　破裂事故の多くは、古い消火

器を処分する前に、訓練や練習

に使用しようとして発生してい

ます。不要になった消火器は専

門業者に処分を依頼しましょ

う。

問北消防署　☎８１－０１１９

昭和伊南総合病院
クレジットカードが利用できます

　12 月１日から入院や外来の

診療費などのお支払いにクレ

ジットカードがご利用できるよ

うになりました。

住まいづくり
緊急支援事業助成金

　長野県では、良質な木造住宅

を新築または購入する方に対し

て助成金を交付します。

　県産木材を 70％以上使用す

る住宅で、省エネルギーや耐久

性の向上など一定の基準を満た

すものが対象です。

■助成金額　45 万円

■申込期間

　２月 26 日（金）まで

※くわしくはお問い合わせくだ

さい。

問長野県庁建設部住宅課

　☎０２６－２３５－７３３９

■通知などの表示は

　これまで社会保険庁や社会保

　険事務所の名義で送付されて

　いた通知や書類は、「厚生労

　働省」または「日本年金機構」

　の名義でご案内されます。

■公的年金制度は

　社会保険庁から公的年金の運

　営業務を引き継いで行うこと

　になりますが、国の制度とし

　て、その財政や運営に国が引

　き続き責任を持つことはこれ

　までと変わりません。

問伊那社会保険事務所

　　　　　　☎７６－２３０１

■カード利用の対象

　入院診療費・外来診療費・人

　間ドック・各種健診料など

■利用可能なカード

　VISA・Master・JCB・AMEX

■ご利用方法

　会計窓口で「クレジットカー

　ド利用」とお申し出ください。

　なお、ご利用時にクレジット

　カードの暗証番号の入力が必

　要となります。

問昭和伊南総合病院

 　☎８２－２１２１
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ら
侵
入
し
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
は
粘
膜
を

強
く
す
る
働
き
が
あ
る
の
で
、
不
足
す
る
と

皮
膚
が
か
さ
か
さ
し
た
り
、
粘
膜
の
抵
抗
力

も
低
下
し
た
り
し
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
が
多
い
食
品

・
レ
バ
ー　

う
な
ぎ

康
福 祉
健

住民福祉課 保健福祉係

 高齢者の教室　　　  会場：老人福祉センター

 介護者の会

　高齢者元気サロン
   12 月 15 日（火）9:30 ～
   12 月 22 日（火）9:30 ～
   1 月 12 日（火）9:30 ～
　高齢者転倒予防教室
   12 月 18 日（金）9:30 ～
   1 月  8 日（金）9:30 ～

  家族介護者リフレッシュの会　　会場：老人福祉センター

　12 月 17 日（木）・1 月 14 日（木）９:45 ～
  認知症家族会　　　　　　　　　会場：老人福祉センター

　1 月  7 日（木）9:30 ～  ※認知症介護のことを語りましょう

☎85-2922
な ご み 家

な
ご
み
家
だ
よ
り

な
ご
み
家
だ
よ
り

住
民
参
加
型
福
祉
施
設

開館 月～土曜
午前9時～
午後５時

  高齢者閉じこもり予防教室

  12 月 16 日（水） 9:30 ～
   1 月   6 日（水） 9:30 ～
   1 月 13 日（水）9:30 ～

  介護相談日 　　会場：老人福祉センター

　12 月 21 日（月）9:30 ～ 12:00
    1 月 18 日（月）9:30 ～ 12:00

　

食
事
で
風
邪
の
予
防
効
果
を
高
め
る
に

は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
摂
取
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

ビ
タ
ミ
ン
Ａ　

　

ウ
イ
ル
ス
は
口
や
目
や
鼻
な
ど
の
粘
膜
か

神戸医院（内小）         駒：82-3522

須田医院（内）           駒：81-5050

木下医院（内小）    駒：82-3712

斉藤診療所（内外）   宮：85-4817

北原医院（内）         宮：85-2214

前沢病院（内外眼）      駒：83-2151

まえやま内科胃腸科クリニック（内胃小）駒：82-8614

高山内科クリニック（内循）　駒：82-6690

下平けやき診療所（内小）　駒：81-6303

秋城医院（内小）　　　駒：83-2805

12/13

12/20

12/23

12/27

12/31

 1/ 1

 1/ 2

 1/ 3

 1/10

 1/11

緊急当番医    
宮＝宮田村　駒＝駒ヶ根市

保健ごよみ  12/16 ～ 1/15

■母と子　相談・健診など

7 ヶ月児育児相談　12/16（水）午前 9:15

対象：H21 年 5 月生まれ

相談日（母乳・子育て・離乳食・ママの部屋） 

　　 12/22（火）午前 9:00

         1/12（火）午前 9:00　※母乳相談なし

対象：どなたでも （母乳・子育ては要予約）

うぶごえ講座　12/16（水）午前 9:30

■予防接種

三種混合　 1/13（水）午後 12:45

対象：該当児

BCG          1/13（水）午後 1:20

 対象：該当児

■成人　相談・健診など

健康相談日 12/22（火）  1/12（火）  午前 9:00

※指定のあるものを除き、会場はすべて　  

　老人福祉センターです。

お
い
し
い
食
事
で
風
邪
予
防
！

Health ＆Welfare
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・
人
参
、
ほ
う
れ
ん
草
、
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
の

　

緑
黄
色
野
菜

　
　
　
　
　
　
　
　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

　

風
邪
の
予
防
と
い
え
ば
ま
ず
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

が
思
い
浮
か
ぶ
方
も
多
い
は
ず
で
す
。
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
生
成
を
促
進
す
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。
コ
ラ
ー
ゲ
ン
は
筋
肉
や
粘

膜
、
血
管
な
ど
体
の
各
組
織
を
作
っ
て
い
る

の
で
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
が
不
足
す
る
と
抵
抗
力

が
落
ち
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
多
い
食
品

・
み
か
ん　

い
ち
ご
な
ど
の
果
物

・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
小
松
菜
な
ど
野
菜
や
、

　

じ
ゃ
が
い
も
な
ど
の
芋
類

　

『
ね
こ
』
づ
く
り

　
　

11
月
16
日
（
月
）、
加
藤
千
恵
子

さ
ん
か
ら
「
ね
こ
」
の
作
り
方
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
ね
こ
」
作
り

と
聞
い
て
、
ね
こ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
作

る
の
か
と
、
勘
違
い
を
し
た
方
が
い
ま

し
た
。「
ね
こ
」は
、綿
入
れ
ち
ゃ
ん
ち
ゃ

ん
こ
の
背
中
だ
け
の
も
の
で
す
。
作
り

方
は
、
布
を
裁
断
し
て
、
回
り
を
縫
っ

て
綿
を
入
れ
れ
ば
で
き
上
が
り
。
背
中

が
暖
か
く
、
こ
れ
か
ら
冬
本
番
迎
え
る

時
に
、
暖
房
費
の
節
約
に
な
る
と
、
参

加
し
た
方
の
感
想
が
き
か
れ
ま
し
た
。

　

 　
　

● 

お
知
ら
せ 

● 

　

陶
芸
の
日 

１
月
８
日
（
金
）
午
後
１
時
か
ら

　

童
謡
の
会 

12
月
16
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時 

１
月
13
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時 

　

大
き
な
声
を
出
し
て
み
ん
な
で
楽
し
く
歌

い
ま
し
ょ
う
。

　

辰
野
恒
雄
先
生
の
子
育
て
マ
マ
サ
ロ
ン 

12
月
21
日
（
月
）

　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分 

　

先
生
の
お
話
を
お
聞
き
し
た
り
、
子
育
て

の
仲
間
作
り
に
き
ま
せ
ん
か
。

　

お
も
ち
つ
き 

12
月
25
日
（
金)　

午
前
10
時
か
ら 

　

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
体
が
冷
え
て
抵
抗
力
が
弱
ま
り
風
邪
を

引
き
や
す
く
な
る
季
節
で
す
。
で
も
、
健
康
な
体
が
あ
れ
ば
風
邪
を

ひ
く
確
率
は
ぐ
ん
と
低
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
事
を
毎
日
き
ち
ん
と
と
る
こ
と
が
基
本
で

す
。
風
邪
は
万
病
の
も
と
、
1
日
３
食
バ
ラ
ン
ス
良
い
食
事
を
こ
こ

ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

う
す
と
杵
で
お
も
ち
を
つ
き
ま
す
。 

　

持
ち
物

　
　

エ
プ
ロ
ン　

三
角
巾
、
材
料
費

短
歌
「
あ
さ
が
お
の
会
」
よ
り

澄
み
渡
り
山
は
紅
葉
真
盛
り
日
向
ぼ
っ

こ
の
田
圃
の
穭

ひ
つ
じ　

　
　
　
　

山
浦
越
子

天
高
く
秋
の
訪
れ
さ
わ
や
か
に
金
木
犀

の
香
り
た
だ
よ
う　
　
　
　

福
村
久
子

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

今
月
も
地
域
の
方
か
ら
、
じ
ゃ
が
い

も
、
か
ぶ
、
り
ん
ご
、
こ
ん
に
ゃ
く
、

米
な
ど
沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
風
邪
か
な
」
と
思
っ
た
ら
…

　

風
邪
の
ひ
き
始
め
は
、
温
か
い
も
の
を
基

本
に
、
消
化
の
良
い
も
の
を
食
べ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

寒
い
時
期
に
定
番
の
鍋
物
は
、
野
菜
が
た

く
さ
ん
入
っ
て
い
る
し
、
豆
腐
や
白
身
魚
な

ど
消
化
に
よ
い
た
ん
ぱ
く
質
が
入
っ
て
い
る

の
で
、
栄
養
が
摂
れ
体
が
温
ま
る
効
果
的
な

メ
ニ
ュ
ー
と
い
え
ま
す
。
ほ
か
に
も
煮
込
み

う
ど
ん
や
お
雑
炊
な
ど
も
風
邪
の
ひ
き
始
め

に
は
い
い
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

なごみ家利用者の描いたカット
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御年 92 歳。１本の虫歯もな
いそうです。そして「体が鈍っ
ちゃいけんもんで」と毎日
重い木刀で 100 回の素振り。
益々元気な松崎先生です！

愛知県田原市との友好都市提携が 10 周年を迎え、10 日に田原

市で、15 日に宮田村で記念式典が行われました。記念植樹や功

労者への感謝状の贈呈が行われたあと、田原市の式典では田原市

中部小合唱部のみなさんが宮田村イメージソングを、宮田会場で

は宮田小合唱団のみなさんが『椰子の実』を歌ってくれました。

祝
　　　    友都市提携 10 周年記念式典  11 月 10 日・15 日

 友好提携 10 周年！宮田村・田原市

むらの話題と出来事

Interview

TOPICS  むらの話題と出来事

 
    松崎 友善 さん

　
10
周
年
を
迎
え
た
田
原
市
と
の
友
好
都
市
提
携
。
そ
の
交
流
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の

が
松
崎
さ
ん
（
南
割
）
で
す
。
昭
和
55
年
、
教
員
を
退
職
し
南
割
の
育
成
会
長
を
務
め
て

い
た
松
崎
さ
ん
が
、
伊
那
西
小
校
長
時
代
に
交
流
が
あ
り
当
時
は
途
絶
え
て
い
た
田
原
町

吉
胡
地
区
の
小
学
生
と
の
交
流
会
を
、南
割
育
成
会
で
再
開
さ
せ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

以
来
、
南
割
と
吉
胡
地
区
と
の
「
海
と
山
の
交
換
会
」
は
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

広報 MIYADA 8広報 MIYADA9

新型インフルエンザの影響で約２週間順延して行わ

れました。この日に向けて一生懸命練習を重ねてき

た成果を披露しました。発表できてよかったですね。

心
　　　　　　　   小学校音楽会  11 月 5 日

を合わせて 美しいハーモニー

中京方面を中心に 300 組以上のオーナーが、この２日

間に宮田村を訪れリンゴを収穫。顔なじみになった園主

さんとも話が弾みました。

美
　　  リンゴオーナー収穫祭  11 月 15 日・22 日

味しいリンゴをいっぱい収穫

田
原
に
は
親
近
感 

こ
れ
か
ら
も
充
実
し
た
交
流
を
―
。

▼宮田の式典では田原市長から、田原市の子ども会と交流を続ける南割育成
　会と、その交流のきっかけを作った松崎さんに感謝状が贈られました。

▼

村と提携を結ぶ日本福祉大学の留学生会も収穫祭に参加しました。リンゴ
　が実るまでの話を聞いた留学生のみなさんは「花が見てみたいから春にも
　きてみたいな」と園主さんと話していました。

▼鑑賞する保護者も全員マスクを着用。インフルエンザ感染拡大の防止に配
　慮する中での開催でした。

話
も
つ
な
が
ら
ず
心
配
を
か
け
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
２
日
目
は

台
風
一
過
の
快
晴
で
、
ア
サ
リ
を

い
っ
ぱ
い
採
っ
て
帰
っ
て
き
た
ら
、

音
信
不
通
だ
っ
た
こ
ち
ら
で
は
、
ま

さ
か
潮
干
狩
り
が
出
来
た
と
は
思
っ

て
も
い
な
く
て
、
ど
こ
か
で
買
っ
て

き
た
の
か
な
ん
て
言
わ
れ
ま
し
た
よ
。

　

も
う
隠
居
の
身
だ
か
ら
ね
（
笑
）
、

今
は
一
緒
に
行
き
ま
せ
ん
が
、
出
発

の
お
見
送
り
と
、
こ
ち
ら
に
来
た
時

の
歓
迎
会
に
は
欠
か
さ
ず
出
席
し
て

い
ま
す
。
こ
の
あ
い
だ
の
式
典
で
、

一
緒
に
感
謝
状
を
も
ら
っ
た
現
育
成

会
長
の
向
山
君
は
交
換
会
の
第
一
期

生
。
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
し
た
ね
。

て
、
翌
年
か
ら
海
と
山

の
交
換
会
が
実
現
す
る

こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

　

私
も
田
原
に
は
７
、

８
回
一
緒
に
行
か
せ
て

も
ら
っ
た
け
れ
ど
、
い

ろ
ん
な
思
い
出
が
あ
り

ま
す
ね
。
一
度
は
台
風

が
直
撃
。
宮
田
と
は
電

　

当
時
、
吉
胡
地
区
は
ス
キ
ー
場
の
あ
る
地
区

と
の
交
流
を
希
望
し
て
い
て
、
宮
田
に
も
宮
田

高
原
ス
キ
ー
場
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
先
ず
は

つ
な
が
り
の
あ
っ
た
吉
胡
の
役
員
さ
ん
に
下
見

に
来
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
し
た
ら
そ
の

日
は
快
晴
で
雪
も
い
っ
ぱ
い
。
山
の
景
色
も
よ

く
て
、
い
っ
ぺ
ん
に
宮
田
を
気
に
入
っ
て
く
れ

い
い
交
流
が
続
い
て
い

て
、
そ
し
て
南
割
以
外
に

も
交
流
が
広
が
り
う
れ
し

い
で
す
ね
。
感
謝
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
お
か

げ
で
す
。
あ
と
は
「
私
の

目
の
黒
い
う
ち
に
婿
取
り

嫁
取
り
の
実
現
を
」
と
事

あ
る
ご
と
に
言
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
（
笑
）。



広報 MIYADA 10広報 MIYADA11

ワインカレンダー VOL. 25

信州みやだワイン

 紫輝 2009 デビュー！

　

い
よ
い
よ
今
年
も
待
ち
に

待
っ
た
紫
輝
２
０
０
９
が
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
毎
年
、
こ

の
時
を
待
ち
望
ん
で
い
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
ヤ
マ
ソ
ー
ビ
ニ
オ
ン

は
、
栽
培
者
の
努
力
に
よ
り
糖
度
、

酸
度
と
も
こ
こ
数
年
で
最
高
の
出

来
で
し
た
。
完
熟
し
た
そ
の
素
晴

ら
し
い
原
料
で
醸
造
し
た
今
年
の

紫
輝
は
色
が
と
て
も
濃
く
、
酸
味

の
強
い
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
ワ

イ
ン
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

香
り
は
イ
チ
ゴ
や
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
凝
縮
し

た
果
実
感
が
あ
り
、
味
わ
い
は
後

味
が
し
っ
か
り
と
し
た
、
ヤ
マ

ソ
ー
ビ
ニ
オ
ン
の
醍
醐
味
を
存
分

に
楽
し
め
、
3
年
以
上
の
長
期
熟

成
に
も
し
っ
か
り
耐
え
る
も
の
に

な
り
ま
し
た
。

　

年
末
を
迎
え
、
な
に
か
と
慌
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
ぜ
ひ

み
な
さ
ん
で
ゆ
っ
く
り
と
紫
輝
を

お
楽
し
み
下
さ
い
。

　11 月 1 日から「太陽光発電の買取制度」がスタートしました。これはみなさまがお持ち

の太陽光発電システムによって作られた電力のうち、使われずに余った電力をこれまでの倍

程度の価格（48 円 /kwh：住宅用で 10kw 未満の場合）で電力会社に売ることができる制

度です（※１）。この制度により、太陽光発電の導入が広がり、エネルギー源の多様化、温

暖化対策が大きく進むことが期待されています。

⑰ 太陽光発電の余剰電力買取制度が始まりました

◆買取対象は余剰電力

太陽光システムで作られた電力のうち、使われずに余っ

た電力が買取対象となります。既に設置された太陽光発

電システムも対象となります。

◆買取期間は 10 年間で買取価格は固定

設置する用途や年度毎に買取価格は異なりますが、それ

ぞれ価格を 10 年間固定して買取が行われることになり

ます。

◆全員参加型

買取費用は、電気を使用する方々全員で薄く広くご負担

いただくことになります。標準的な一般家庭の場合、ひ

と月あたり数 10 円～ 100 円未満の負担です。

Ecology

シリーズ 環境問題

■くわしくは … 資源エネルギー庁新エネルギー対策課　☎０３- ３５０１- １５１１（代表）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　または　『買取制度』ホームページをご覧ください

※１：導入当初は住宅用（10kw 未満）は 48 円 /kwh、それ以外は 24 円 /

kwh。自家発電設備併設の場合はそれぞれ 39 円 /kwh、20 円 /kwh

おしらせINFORMATION

寒
い
冬
が
や
っ
て
き
ま
す
―
。

冬
支
度
は
万
全
で
す
か
？

　

日
増
し
に
寒
さ
が
深
ま
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
積
雪
や
凍
結
が
心
配

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
車
や
水
道
の

冬
支
度
は
も
う
お
済
で
す
か
？

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を
！

　

村
や
伊
那
建
設
事
務
所
で
は
積
雪

時
に
国
、
県
道
、
幹
線
村
道
の
除
融

雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
通
勤
や
通
学

に
で
き
る
限
り
支
障
が
出
な
い
よ
う

に
実
施
し
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
除
雪
車
の
近
く
で
は
徐
行
し
て
く

　

だ
さ
い
。

・
路
上
駐
車
は
作
業
の
妨
げ
と
な
り

　

ま
す
。
ま
た
道
路
へ
も
の
を
お
か

　

な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
車
道
で
の
チ
ェ
ー
ン
装
着
は
渋
滞

　

を
招
き
ま
す
。
早
め
の
装
着
を
心

　

が
け
て
く
だ
さ
い
。

・
30
セ
ン
チ
以
下
の
積
雪
の
場
合
、
幹

　

線
道
路
を
中
心
に
除
雪
作
業
を
行
い

　

ま
す
。
す
べ
て
の
道
路
と
い
う
訳
に

　

は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
各
戸
の
出
口

　

や
生
活
道
路
は
、
隣
近
所
で
協
力
し

　

合
っ
て
除
雪
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
道
路
や
水
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く  

　

だ
さ
い
。
ま
た
水
路
沿
い
の
草
刈
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

・
部
分
的
に
凍
結
す
る
箇
所
に
は
、
融

　

雪
剤
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
あ
り
ま

　

す
。
凍
結
時
に
は
散
布
へ
の
ご
協
力

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
を
し
て
も
、
普
通
の
道
路
と
同
じ

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
冬

用
タ
イ
ヤ
へ
の
早
め
の
は
き
替
え
、

チ
ェ
ー
ン
の
携
行
、
時
間
に
余
裕
を

も
っ
た
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
産
業
建
設
課 

建
設
林
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85
―
５
８
６
３

水
道
に
も
冬
支
度
を
！

不
凍
栓
で
水
抜
き

　

蛇
口
や
水
道
管
に
残
っ
た
水
が
夜
間

に
凍
結
す
る
時
が
あ
り
ま
す
。
お
や
す

み
前
に
、
不
凍
栓
を
閉
め
て
蛇
口
を
開

き
水
抜
き
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
外
水
道

や
散
水
栓
は
、
冬
の
間
必
ず
不
凍
栓
を

閉
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。ま
た
、

長
期
に
家
を
留

守
に
す
る
場
合

も
不
凍
栓
で
水

抜
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

凍
結
防
止
帯
で
よ
り
安
全

　

蛇
口
や
立
ち
上
が
り
部
分
の
特
に
凍

り
や
す
い
場
所
に
は
凍
結
防
止
帯
を
巻

き
ま
し
ょ
う
。
気
温
の
変
化
に
よ
り
自

動
的
に
保
温
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
電
熱
式

凍
結
防
止
帯
は
、
よ
り
効
果
的
で
安
心

で
す
。
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

電
気
の
コ
ン
セ
ン
ト
が
入
っ
て
い
る
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
に
も
凍
結
対
策
を

　

水
道
メ
ー
タ
ー
も
凍
結
に
よ
っ
て

破
裂
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
保
温
材
と
し

て
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
ボ
ロ
布
な
ど

を
濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
て
保
護
し
、
凍
結
し
な
い
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

も
し
も
蛇
口
付
近
が
凍
結
し
て
し

ま
っ
た
と
き
は
、
凍
結
部
分
に
タ
オ
ル

や
布
を
巻
い
て
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く

り
か
け
て
解
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
、
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
と

き
に
は
、
不
凍
栓
を
閉
め
て
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
（
左
表
）
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
産
業
建
設
課 

上
下
水
道
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
85
―
５
８
６
２

村内の指定給水装置工事事業者

☎ 85-3529

☎ 85-2364

☎ 85-3263

☎ 85-2471

☎ 85-4375

☎ 85-3996

☎ 85-3518

☎ 85-5457

 ㈲吉沢水道設備

 ㈲タナカ設備

 黒河内建設㈱

 ㈱南田建設

 カトー㈱

 総合住宅設備 アルファ

 ㈲ヒラサワ建設

 信光設備

 

広報 MIYADA11

瓶詰めされる紫輝 2009（12/1）



1213

　
高
齢
者
総
合
福
祉
施
設

　
　
　「
ア
ザ
レ
ア
ン
さ
な
だ
」

　

視
察
研
修
１
日
目
、
上
田
市
真
田

地
区
に
在
る
高
齢
者
総
合
福
祉
施

設
「
ア
ザ
レ
ア
ン
さ
な
だ
」
を
視
察

し
ま
し
た
。
旧
真
田
町
は
人
口
約

１
万
２
千
人
で
平
成
18
年
３
月
に
上

田
市
と
合
併
し
ま
し
た
。
北
部
の
菅

平
高
原
、
戦
国
大
名
の
真
田
氏
の
発

祥
の
地
と
し
て
有
名
な
山
郷
の
町
で

す
。

　

「
ア
ザ
レ
ア
ン
さ
な
だ
」
は
平
成

５
年
４
月
に
認
可
さ
れ
、
経
営
主
体

は
社
会
福
祉
法
人
恵
仁
福
祉
協
会
で

す
。
特
徴
は
要
介
護
者
に
認
知
症
の

方
が
増
え
て
き
て
い
る
状
況
下
で
大

規
模
な
介
護
施
設
で
は
利
用
者
の
満

足
度
に
答
え
切
れ
な
い
点
、
「
利
用

者
の
リ
ズ
ム
で
生
活
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
」
「
今
ま
で
暮
ら
し
て
い
た

家
庭
と
同
様
の
生
活
空
間
を
取
り
入

れ
る
こ
と
」
「
他
の
入
居
者
と
の
係

わ
り
合
い
を
重
視
す
る
こ
と
」
を
目

標
に
小
規
模
型
、
家
庭
型
を
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
の
介
護
事
業
は
利

用
者
の
方
々
に
施
設
に
来
て
い
た
だ

く
方
法
で
し
た
。
こ
れ
を
逆
に
し
て
、

施
設
の
人
、
設
備
、
も
の
が
利
用
者

側
に
移
動
す
る
方
法
を
模
索
さ
れ
て

い
ま
す
。
総
合
福
祉
施
設
「
ア
ザ
レ

ア
ン
さ
な
だ
」
を
本
部
と
し
て
①
訪

問
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
看
護
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
、
訪
問
入
浴
、
三
食
配
色

サ
ー
ビ
ス
）
②
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
一

日
通
所
介
護
、
宅
幼
老
所
）
③
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
施
設
）
④
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
（
地
域
密
着
型
介
護
老
人

施
設
で
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
長
期
入

居
が
可
能
）
の
大
き
く
４
つ
の
サ
ー

ビ
ス
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
「
ア
ザ
レ

ア
ン
さ
な
だ
」
を
中
心
と
し
て
地
域

分
散
が
特
徴
的
で
す
。
真
田
町
は
４

地
区
あ
り
中
心
が
長
地
区
で
遠
く
北

部
は
菅
平
地
区
、
南
部
に
本
原
地
区
、

東
部
に
傍
陽
地
区
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
施
設
は
古

民
家
を
借
り
て
認
知
症
の
方
、
５
～

６
名
と
ス
タ
ッ
フ
２
名
で
生
活
し
て

い
ま
す
。
古
民
家
な
の
で
玄
関
や
敷

居
の
段
差
、
お
風
呂
も
簡
単
な
改
造

に
と
ど
め
て
あ
り
、
今
ま
で
住
ん
で

い
た
家
に
住
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で

す
。
ま
た
、
大
畑
サ
テ
ラ
イ
ト
は
小

規
模
の
12
床
の
施
設
で
「
ア
ザ
レ
ア

ン
さ
な
だ
」
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
サ
テ
ラ
イ
ト
特
区
と

し
て
、
現
在
国
内
に
３
箇
所
あ
る
一

つ
で
、
「
ア
ザ
レ
ア
ン
さ
な
だ
」
で

は
真
田
町
地
区
以
外
に
２
箇
所
運
営

を
し
て
い
ま
す
。
建
物
は
平
屋
の
木

造
で
内
装
を
含
め
て
、
家
庭
の
雰
囲

気
が
か
も
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
部
屋
に
玄
関
が
あ
り
家
族
、

友
人
が
い
つ
で
も
訪
問
し
易
い
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
な
る
高
齢
化
で
増
え
て
い
く
認

知
症
の
方
や
身
体
に
障
が
い
あ
る
の

方
の
症
状
に
合
わ
せ
、
施
設
を
選
択

し
入
居
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者

の
方
々
を
見
る
に
つ
れ
、
育
っ
た
地

域
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
ら
ぎ
や

癒
し
の
あ
る
暮
ら
し
が
拝
見
で
き
ま

し
た
。

　

宮
田
村
の
プ
ラ
ム
の
里
に
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
９
床
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
20
床
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
20

床
を
追
加
し
、
来
年
の
４
月
に
高
齢

者
複
合
福
祉
施
設
と
な
り
ま
す
。
今

年
５
月
か
ら
斉
藤
診
療
所
に
て
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
開

設
、
わ
が
家
で
は
小
規
模
多
機
能
型

と
な
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
今
後
、
宮
田
村
社

会
福
祉
協
議
会
、
な
ご
み
家
、
親
愛

の
里
、
タ
カ
ノ
ハ
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
を

含
め
て
、経
営
、サ
ー
ビ
ス
は
異
な
っ

て
も
総
合
的
な
介
護
を
目
指
し
て
、

事
業
所
の
努
力
と
地
域
の
支
え
合
い

で
、
相
互
の
努
力
が
必
要
と
痛
感
い

た
し
ま
し
た
。　
　
　

（
城
倉
栄
治
）

   

常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告
　
総
務
厚
生
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
　
田
中
・
春
日
・
松
田
・
赤
羽
・
城
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

天
野
・
小
田
切
住
民
福
祉
課
長

　
　
　
　
　 

　
　 

実
施
日
　
平
成
21
年
11
月
17
日
ー
18
日

編集
議会だより
編集委員会

☎85-3181
（議会事務局）

議
会
だ
よ
り

　

村
議
会
、
環
境
審
議
会
、
大
田
切

大
久
保
区
役
員
、
村
長
、
役
場
所
管

課
、
運
転
手
の
総
勢
29
名
は
、
11
月

４
日
、
５
日
村
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

片
道
８
６
０
キ
ロ
の
秋
田
県
鹿
角
市

に
あ
る
㈱
ア
ル
テ
ィ
ス
秋
田
事
業
所

か
づ
の
工
場
を
訪
問
し
、
社
長
、
工

場
長
か
ら
事
業
内
容
の
説
明
を
受
け

ミ
ニ
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
油
化
処
理
を

各
自
確
認
、
分
析
室
、
実
際
の
油
化

施
設
工
程
の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

[

国
内
に
お
け
る
処
理
の
現
状]

　

２
０
０
９
年
容
器
リ
サ
イ
ク
ル
法

対
象
大
規
模
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
が
17
箇
所
あ
り
、
内
油
化
処
理

施
設
は
鹿
角
市
と
札
幌
の
２
ヶ
所
で

す
。

　

し
か
し
２
０
０
７
年
度
全
国
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
総
排
出
量
は
約

１
０
０
０
㌧
（
一
般
、
産
業
廃
棄
物

そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
㌧
）
で
内
、
油
化

処
理
は
３
％
以
下
、
サ
ー
マ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
全
体
で
も
73
％
の
状
況
で
あ

り
、
益
々
悪
化
の
一
途
を
辿
る
地
球

温
暖
化
防
止
の
面
で
、
Ｃ
Ｏ
２
削
除

に
大
き
な
貢
献
が
で
き
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

[

何
故
宮
田
村
な
の
か]

　

現
在
大
田
切
松
の
原
工
業
団
地
内

に
あ
る
オ
リ
ン
パ
ス
㈱
宮
田
工
場

が
、
会
社
の
機
能
統
合
に
よ
り
閉
鎖

と
な
る
事
か
ら
、
後
利
用
の
新
事
業

と
し
て
オ
リ
ン
パ
ス
主
要
生
産
品
で

も
あ
り
、
現
在
全
て
焼
却
処
分
さ
れ

て
い
る
（
Ｃ
Ｏ
２
発
生
）
医
療
系
廃

棄
物
の
油
化
処
理
を
し
、
将
来
的
に

は
一
般
廃
棄
物
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も

含
め
、
関
東
、
東
海
、
甲
信
越
か
ら

の
受
け
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

[

宮
田
事
業
所
計
画
概
要]

名
称　

長
野
工
場(

仮
称)

事
業
内
容　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ

　
　
　
　
　

イ
ク
ル

立
地
場
所　

宮
田
村
大
久
保

敷
地
面
積　

１
万
７
４
０
０
㎡

延
べ
面
積　

４
７
４
５
㎡
（
既
存
）

　
　
　
　
　

１
４
０
０
㎡
（
新
設
）

操
業
開
始　

２
０
１
０
年
夏
予
定

従
業
員　

操
業
開
始
時
20
名　

地
元

　
　
　

か
ら
の
採
用
を
考
え
て
い
る

操
業
時
間　

24
時
間
フ
ル
稼
働
（
３

　
　
　
　
　

交
代
制
）

処
理
能
力　

操
業
開
始
時
６
㌧
／
日

　
　
　
　
　

設
備
増
強
後
36
㌧
／
日

[
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
焼
却
せ
ず
油
化

処
理
す
る
こ
と
に
よ
る
３
つ
の
特
徴]

一
、
Ｃ
Ｏ
２
を
発
生
し
な
い

　

油
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
別
の
ガ
ス

状
態
に
し
空
気
中
の
酸
素
を
遮
断
し

油
を
生
成
す
る
こ
と
で
二
酸
化
炭
素

は
で
な
い
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
１
㌧
当

た
り
約
３
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
可
能
。

二
、
地
域
の
燃
料
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　

油
化
処
理
に
よ
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
分
解
油
Ａ
重
油
と
同
額
の
価
値
が

あ
り
、
温
室
加
温
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
等

と
し
て
使
用
可
能
。

三
、
燃
料
と
し
て
回
収
率
が
高
い

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
燃
や
さ
ず
元

の
油
に
戻
す
処
理
で
油
化
率
は
50
～

80
％
で
す
。

　

以
上
ア
ル
テ
ィ
ス
の
油
化
処
理
シ

ス
テ
ム
に
よ
り

一
、
地
球
温
暖
化
に
影
響
す
る
二
酸

化
炭
素
を
抑
え
ら
れ
る

二
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
油
を
回

収
で
き
る

（
ア
ル
テ
ィ
ス
提
供
資
料
よ
り
抜
粋
）

　

現
地
視
察
後
の
11
月
10
日
に
大
久

保
区
、
11
月
16
日
に
は
大
田
切
区
で

の
社
長
、
他
関
係
者
に
よ
る
事
業
概

要
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
説
明
後

区
民
か
ら
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
次

回
以
降
文
書
に
よ
る
回
答
等
に
よ
り

誠
実
に
対
応
し
、
お
互
い
に
検
討
を

し
て
行
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

[

今
後
の
対
応]

・
立
地
に
関
す
る
廃
棄
物
処
理
施
設

に
関
す
る
県
条
例
の
遵
守
（
周
辺
住

民
等
の
同
意
）

・
構
造
、
維
持
管
理
に
関
す
る
基
準

の
遵
守
（
廃
棄
物
の
飛
散
流
出
及
び

悪
臭
防
止
）

・
関
係
区
と
の
協
定
締
結

・
特
管
物
処
分
業
の
許
可
申
請
の
全

て
が
ク
リ
ア
さ
れ
処
理
施
設
の
運
営

が
許
可
さ
れ
る

特
管
物
…
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

　

関
係
区
民
、
村
民
の
理
解
の
下
に

地
球
環
境
を
今
以
上
の
温
暖
化
か
ら

守
る
と
共
に
、
住
民
、
宮
田
村
の
安

心
安
全
が
守
ら
れ
、
地
球
上
の
限
ら

れ
た
資
源
の
再
利
用
、
活
用
が
一
段

と
進
む
と
共
に
日
々
多
く
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る

一
人
と
し
て
、
排
出
側
の
責
任
の
重

さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
視
察
で
し

た
。　
　
　
　
　
　
　

（
春
日　

元
）

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
油
化
処
理
施
設

　

㈱
ア
ル
テ
ィ
ス
秋
田
事
業
所
視
察

国
土
交
通
省
八
ツ
場
ダ
ム
建
設
工

事
事
務
所
を
訪
ね
て

　
工
事
現
場
の
真
実
の
姿
を
学
ぶ

　
８
月
に
実
施
さ
れ
た
総
選
挙
で
誕

生
し
た
民
主
党
政
権
は
、
群
馬
県
に

建
設
中
の
八
ツ
場
ダ
ム
の
工
事
中
止

を
い
ち
早
く
発
表
し
ま
し
た
。

　

以
来
こ
の
問
題
は
国
論
を
二
分
し

て
、
大
型
公
共
工
事
の
あ
り
方
を
広

く
国
民
に
問
う
て
い
ま
す
。

　

ダ
ム
に
限
ら
ず
道
路
や
ゴ
ミ
焼
却

場
等
、
公
共
工
事
は
色
々
あ
り
ま
す

が
、
も
し
そ
れ
ら
が
我
々
の
周
辺
で

現
実
の
問
題
と
な
る
こ
と
が
あ
る
と

し
た
ら
、
我
々
は
何
を
守
り
、
何
を

な
す
べ
き
か
、
非
常
に
重
い
判
断
を

迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
ま
さ
に
こ
の
問
題
の
渦
中
に
あ

議会だより　平成 21 年度 第３号

る
八
ツ
場
の
人
々
の
生
の
声
は
ど
う

な
の
か
、
工
事
の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、
工
事
を
進
め
る

側
の
現
場
事
務
所
の
職
員
の
方
と
工

事
の
中
止
に
反
対
し
て
い
る
、
旅
館

組
合
の
組
合
長
さ
ん
に
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

八
ツ
場
ダ
ム
は
群
馬
県
吾
妻
郡
長

野
原
町
の
利
根
川
水
系
吾
妻
川
に

建
設
中
の
治
水
と
利
水
を
目
的
と

し
た
多
目
的
ダ
ム
で
、
総
事
業
費

４
千
６
０
０
億
円
の
う
ち
、
す
で
に

３
千
２
０
０
億
円
余
が
執
行
さ
れ
、

ダ
ム
本
体
の
み
が
未
着
工
と
な
っ
て

い
ま
す
。

八
ツ
場
ダ
ム
建
設
工
事
事
務
所

　

「
ダ
ム
は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な

古民家を利用したグループホーム
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つ
つ
じ
が
丘
区
で
は
、
今
年
度

の
敬
老
会
は
、
小
旅
行
の
気
分
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
思
い

切
っ
て
村
外
で
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
駒
ヶ
根
市
の
白

樺
荘
さ
ん
に
ご
協
力
頂
き
、
対
象

者
の
半
数
以
上
の
27
名
と
、
役
員

６
名
の
計
33
名
で
行
う
事
が
で
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
で
楽
し
く
送
迎

用
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
、
温

泉
に
も
入
っ
て
頂
け
、
祝
宴
で

は
、
次
々
と
出
て
く
る
温
か
い
料

理
を
堪
能
し
て
頂
け
た
事
と
思
い

ま
す
。
自
慢
の
喉
を
披
露
す
る
カ

ラ
オ
ケ
も
大
活
躍
で
し
た
。

　

帰
り
に
、
お
土
産
を
買
っ
た

り
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た

り
と
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
せ
た

事
と
思
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
方

の
中
に
は
、
「
ま
た
参
加
し
た
い
」

と
の
声
も
で
る
く
ら
い
大
盛
況
で

し
た
。

　

来
年
も
、
今
年
以
上
の
参
加
を

願
っ
て
い
ま
す
。次

回
＝
大
原
分
館

分館めぐり

（７）

　

湯
河
原
の
施
設
で
暮
す
姉
見
舞
い
涙
で
か
す
む
青
き
海
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松
せ
つ
子（
北
割
）

　

い
づ
こ
か
に
祭
り
あ
る
ら
し
遠
花
火
の
音
を
聞
き
つ
つ
栗
の
皮
む
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
き
よ
み（
北
割
）

　

せ
せ
ら
ぎ
に
柄
ま
で
浸
し
て
鍬
洗
ふ
五
十
余
年
の
わ
れ
の
相
棒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
野
も
と
子（
南
割
）

　

長
き
夜
の
忍
者
も
ど
き
の
虫
の
声　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
達
（
北
割
）

　

鬼
灯
の
色
づ
き
は
じ
む
庭
の
す
み　
　
　
　
　
　
　

浦
野
喜
代
子
（
北
割
）

　

ほ
つ
ほ
つ
と
土
手
に
咲
き
出
す
彼
岸
花　
　
　
　
　

伊
藤
き
よ
み（
北
割
）

　

秋
八
日
黄
金
に
映
ゆ
る
伊
那
の
郷　
　
　
　
　
　
　

春
日
甲
子
雄
（
北
割
）

　

古
民
家
の
食
膳
は
み
な
秋
の
幸　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山　

麻
子
（
町
二
）

　

槌
音
の
ひ
び
く
現
場
や
朝
の
冷
え　
　
　
　
　
　
　

砂
場　

隆
子
（
町
三
）

　

看
と
ら
れ
て
逝
く
十
六
夜
の
月
青
し　
　

        　

 

浦
野　

和
子
（
南
割
）

　

わ
が
里
の
空
澄
み
わ
た
り
月
今
宵　
　
　
　
　
　
　

新
井
い
さ
子
（
町
一
）

つ
つ
じ
が
丘
分
館

分
館
長  

栗
木 

秋
男

▲ 24 回ぶりに優勝した大田切

　
11
月
22
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
上
伊
那
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。
宮
田
村
を

含
め
、
上
伊
那
南
部
地
区
よ
り
参
加

し
た
12
チ
ー
ム
51
人
に
よ
り
、
新
し

い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
最
近
注
目
を

集
め
て
い
る
「
ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス
」

を
通
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
に

な
り
ま
し
た
。
体
育
セ
ン
タ
ー
に
は

３
コ
ー
ト
が
準
備
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ー
ト
ご
と
に
総
当
り
の
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
ま
し
た
。
ふ
わ
っ
と
テ
ニ

ス
は
、
新
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
め
ざ

し
、
公
民
館
の
教
室
と
し
て
も
活
動

を
し
て
お
り
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
用
し

て
バ
ウ
ン
ド
し
た
ゴ
ム
の
ボ
ー
ル
を

打
ち
合
う
テ
ニ
ス
と
同
じ
よ
う
な
競

技
で
す
。
た
だ
、
ボ
ー
ル
が
バ
ウ
ン

ド
す
る
た
び
に
、
方
向
を
変
え
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
、
か
ら
ぶ
り
し
た

り
、
思
う
と
こ
ろ
へ
ボ
ー
ル
が
行
か

な
い
な
ど
で
、
各
コ
ー
ト
は
終
始
歓

声
に
包
ま
れ
、
白
熱
し
た
試
合
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

初
心
者
で
も
簡
単
に
で
き
、
心
地

よ
い
汗
と
と
も
に
満
足
感
の
得
ら
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
各
分
館
活
動

に
も
是
非
取
り
入
れ
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

上
伊
那
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

  

ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス
で 

交
流
会

議会だより　平成 21 年度 第３号

 ご意見・ご感想

 お待ちしています。

 議会だより編集委員会

   連絡先

　☎８５－３１８１

　役場内議会事務局まで

　

熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
各
ス
ポ
ー

ツ
団
体
リ
ー
グ
戦
が
閉
幕
し
ま
し
た
。

【
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

①
中
越
ク
ラ
ブ
②
リ
バ
ー
ス
③
河
原

町
ク
ラ
ブ
④
大
久
保
ス
タ
ー
ズ
⑤
ト

リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
⑦
南
割
１
班
⑧
エ

ラ
ー
ズ
⑨
石
沢
Ｋ
Ｓ
Ｃ

【
ナ
イ
タ
ー
野
球
】

①
Ｎ
Ｈ
ＫG

'S

②
愛
球
ク
ラ
ブ
③
Ｌ

Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
④
里
宮
ク
ラ
ブ
⑤
新
田

ク
ラ
ブ
⑥
一
撃
⑦
Ｊ
Ａ
る
～
ら
る
⑧

ナ
イ
ト
ホ
ー
ク
ス

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

①
大
田
切　

②
つ
つ
じ
が
丘

③
町
1　

④
町
3

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

①
大
田
切
②
し
ん
で
ん
③
里
宮

④
ツ
ー
オ
ー
⑤
駒
ケ
原
⑥
み
な
み

⑦
若
葉
⑧
美
北
⑨
ひ
ま
わ
り
⑩

ミ
ュ
ー
ズ
⑪
河
原
町
⑫
エ
ア
ロ
ー
ル

各
種
の
リ
ー
グ
戦
閉
幕

▲上位入賞した３チーム

　賞品の地元産大根を掲げて記念撮影

あ
り
認
知
症
の
受
け
入
れ
の
た
め
の

措
置
と
思
い
ま
す
が
、
開
放
感
の
あ

る
施
設
が
望
ま
れ
ま
す
。
地
域
と
の

か
か
わ
り
で
は
、
諏
訪
市
の
市
民
祭

に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
住
民
と
の

交
流
を
重
視
し
て
い
ま
し
た
。

　

高
齢
化
社
会
が
進
む
現
在
、
こ
の

様
な
介
護
施
設
の
需
要
は
高
ま
る
ば

か
り
で
す
。
同
施
設
の
理
念
に
も
あ

る
と
お
り
心
の
ふ
れ
あ
い
と
、
笑
顔

を
大
切
に
し
た
介
護
と
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
中
一
男
）

「
か
り
ん
の
里
」

　
社
会
福
祉
法
人
、
諏
訪
福
祉
会
の

運
営
す
る
「
か
り
ん
の
里
」
複
合
福

祉
施
設
の
視
察
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
諏
訪
市
の
市
街
地
、

諏
訪
日
赤
病
院
の
隣
に
あ
り
、
デ
イ

ケ
ア
を
中
心
と
す
る
「
か
り
ん
の

里
」
に
隣
接
す
る
用
地
に
、
複
合
施

設
と
し
て
、
本
年
６
月
に
開
所
し
ま

し
た
。
こ
の
施
設
の
理
念
は
〝
心
の

ふ
れ
合
い
と
、
笑
顔
を
大
切
に
〟
と

い
う
事
で
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
地
域
の
中
で
家
族
や
親
し
い
方
と

と
も
に
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
支

え
る
お
手
伝
い
を
し
、
地
域
社
会
に

密
着
し
た
施
設
作
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
３
つ
あ
り
、

一
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
き
ず
な
（
認
知

症
対
応
型
）
で
、
定
員
12
名
、
認
知

症
で
要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
方

が
、
日
帰
り
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

二
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
養

定
員
29
名
、
全
室
個
室
で
一
人
一
人

の
気
持
ち
や
生
活
を
尊
重
し
て
落
ち

着
い
た
安
ら
ぎ
の
生
活
を
過
ご
せ
る

よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
養
は

需
要
が
多
く
、
諏
訪
広
域
連
合
で
入

所
者
の
割
当
て
を
し
て
い
る
が
、
待

機
者
が
千
人
を
超
え
て
い
る
そ
う
で

す
。

三
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
り
ん

定
員
18
名
、
全
室
個
室
で
家
庭
的
雰

囲
気
の
中
で
、
そ
の
人
ら
し
く
生
き

生
き
と
、
毎
日
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る

よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
事
、

洗
た
く
、
掃
除
は
職
員
と
一
緒
に
行

な
い
、
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る

努
力
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症

で
要
介
護
と
認
定
さ
れ
た
方
で
、
共

同
生
活
が
で
き
る
方
が
利
用
で
き
ま

す
。

　

施
設
を
見
学
し
た
感
想
で
は
、
施

設
が
新
し
い
た
め
、
最
新
の
設
備
が

整
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
入
浴
設
備

で
は
最
新
の
設
備
を
完
備
し
、
利
用

者
の
状
況
に
応
じ
快
適
な
入
浴
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
個
室

も
広
く
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
配
慮

が
あ
り
ま
し
た
。
管
理
面
で
は
、
各

階
や
設
備
の
出
入
口
に
は
、
厳
重
に

施
錠
が
な
さ
れ
て
い
た
。
市
街
地
で

旅
館
組
合
長
さ
ん
の
話
し

　

水
没
予
定
地
に
あ
る
旅
館
の
社
長

さ
ん
は
、
「
八
ツ
場
ダ
ム
建
設
中
止

に
反
対
す
る
理
由
」
と
し
て
「
首
都

圏
の
飲
み
水
を
確
保
す
る
た
め
」、

ま
た
「
利
根
川
下
流
の
水
害
防
止
の

た
め
」
そ
し
て
既
に
総
建
設
費
の
約

８
割
を
執
行
し
て
い
る
こ
と
等
を
あ

げ
、
更
に
「
地
元
住
民
は
50
年
以
上

に
亘
っ
て
国
策
に
翻
弄
さ
れ
、
や
っ

と
国
の
た
め
な
ら
と
ダ
ム
建
設
に
同

意
し
た
の
に
、
今
度
は
中
止
で
は
納

得
で
き
な
い
。
旅
館
経
営
者
は
全
部

い
っ
し
ょ
に
移
住
し
て
、
ダ
ム
湖
を

中
心
と
し
た
観
光
に
全
て
を
か
け
て

い
き
た
い
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
し
て
「
民
主
党
政
権
は
地
元
の

民
意
を
無
視
し
て
い
る
。
地
元
の
声

を
聞
こ
う
と
し
な
い
。
」
と
付
け
加

え
ま
し
た
。

　

い
く
つ
か
質
問
も
し
ま
し
た
が
、

現
段
階
で
は
、
新
政
権
と
地
元
住
民

の
話
し
合
い
の
糸
口
を
見
出
す
の
は

大
変
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

誰
も
が
納
得
で
き
る
よ
う
ダ
ム
の

実
効
性
を
科
学
的
に
実
証
で
き
る
の

か
、
何
よ
り
も
地
元
の
人
々
の
生
活

を
ど
う
守
る
の
か
、
そ
し
て
ど
う
す

る
こ
と
が
国
益
に
沿
う
こ
と
に
な
る

の
か
、
一
日
も
早
い
解
決
を
祈
り
な

が
ら
一
方
で
地
方
議
員
の
あ
り
か
た

を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
赤
羽
　
正
）

い
の
で
、
現
状
に
つ
い
て
の
み
説
明

し
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
、
工
事
の

現
況
説
明
の
後
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

工
事
現
場
を
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

道
路
、
鉄
道
、
代
替
地
の
造
成
等

は
、
予
定
通
り
進
ん
で
い
て
最
近
実

施
予
定
だ
っ
た
、
ダ
ム
工
事
の
入
札

の
み
が
、
中
止
と
な
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

説
明
後
の
質
疑
応
答
に
お
い
て
も

「
生
活
に
関
連
す
る
工
事
は
全
て
実

施
す
る
」
こ
と
「
補
償
問
題
は
解
決

し
て
い
る
」
こ
と
、
品
木
ダ
ム
の
堆

積
問
題
も
「
浚
渫
を
し
て
い
る
の
で
、

差
し
迫
っ
た
不
都
合
は
な
い
」
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ダ
ム
中
止
が
発
表
さ
れ
た
後
の
地

元
の
人
々
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

「
そ
れ
程
苦
労
は
な
か
っ
た
」
と
い

う
こ
と
で
、
指
示
に
し
た
が
い
淡
々

と
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
感
じ
で
し
た
。

最新型の入浴設備　
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年
賀
状
書
き

 

公
民
館
活
動
を
通
し
て

　

私
は
現
在
、
地
区
の
分
館
役
員
と

し
て
４
年
の
間
公
民
館
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
年
間
の
行
事
と

し
て
、
春
季･

秋
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

秋
の
村
民
運
動
会
、
区
と
し
て
敬
老

会
、
区
民
の
集
い
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
大
会
等
の
行
事
が
あ
り
、
一
年
一

年
多
忙
で
は
あ
り
ま
し
た
が
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
村
民
運

動
会
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
各

種
行
事
で
の
人
集
め
や
準
備
、
当
日

の
活
動
等
、
多
く
の
皆
様
と
共
に
楽

し
い
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
多
く
の
方
々
を

知
り
、
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
私
に
と
っ
て
今
後
大
い
に
プ

ラ
ス
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

公
民
館
活
動
を
行
な
っ
て
い
な
け

れ
ば
、
私
は
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
を

知
る
機
会
は
な
か
っ
た
の
で
は
と
思

い
、
大
変
や
り
が
い
の
あ
る
役
員
に

な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
体
験
を
生
か
し
、
住
み
よ

い
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
次
回
＝
本
沢
美
佐
子
さ
ん
）

☆
新
春
囲
碁
将
棋
マ
ー
ジ
ャ
ン
お
手

　

合
わ
せ
会

　

1
月
9
日(

土)

村
民
会
館

　

受
付
9
時
30
分
か
ら

　

参
加
者
は
昼
食
持
参 

開
始
10
時

　

申
込
み
お
問
合
せ
は
村
民
会
館
へ

☆
分
館
長
・
主
事
・
体
育
部
長
会

　

1
月
13
日(

水)

19
時
村
民
会
館

　

新
年
度
役
員
選
出
、
公
民
館
事
業

　

等
に
つ
い
て
協
議

☆
年
末
年
始
休
館

　

12
月
28
日
か
ら
1
月
3
日
ま
で

案  

内

リレー随想
（340）

福
澤
宏
之
（
町
２
）

　

子
育
て
学
級
で
は
、
池
田
町
よ
り

社
会
教
育
指
導
員
の
松
沢
弥
栄
先
生

を
お
迎
え
し
、
「
じ
っ
く
り　

ゆ
っ

た
り　

子
育
て
」
を
テ
ー
マ
に
子
育

て
に
つ
い
て
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
方
は
エ
ゴ
グ
ラ
ム

と
い
う
心
理
検
査
を
試
み
、
一
人
一

人
が
今
の
心
の
状
態
を
知
り
ま
し
た

「
親
も
子
も
一
人
一
人
、
み
ん
な
違

う
も
の
、
一
人
と
し
て
同
じ
人
は
い

　

12
月
を
師
走
と
い
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
師
匠
も
走
り
ま
わ
る
ほ
ど
忙

し
い
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の
〝
師
〟

は
お
坊
さ
ん
だ
と
す
る
説
も
あ
り
ま

す
。

　

師
に
限
ら
ず
、
何
か
と
気
ぜ
わ
し

い
年
の
瀬
で
す
が
、
年
賀
状
書
き
も

年
末
ぎ
り
ぎ
り
に
な
っ
て
大
騒
ぎ
し

な
い
よ
う
早
め
に
準
備
し
た
い
も
の

『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは役場総務課企画情報係 ☎ 0265-85-3181

宮田村図書館 ☎ 85-2314（村民会館内）

　

木
の
枝
で
昆
虫
の
工
作
講
座
で

す
。ク
ワ
ガ
タ
カ
ブ
ト
が
人
気
で
す
。

車
の
形
に
ビ
ー
ト
ル
（
カ
ブ
ト
虫
）

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
虫
の
形
の

研
究
や
発
想
か
ら
次
の
物
や
形
を
創

る
楽
し
さ
と
感
性
を
養
え
た
ら
…
。

竹
ト
ン
ボ
、
飛
行
機
、
ロ
ボ
ッ
ト
…
。

　

奇
妙
な
手
先
学
＆
昆
虫
の
棲
め
る

ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
た
い
ね
。

 

ミ
ニ
展
示
会
を
開
き
ま
し
た

　
宮
田
大
学
院
・

お
や
じ
倶
楽
部
・

週
五
日
制
な
ど

〈 

新
着
図
書
紹
介 

〉

●
一
般
書

○
木こ

ね
り
が
き

練
柿　
　
　

(

あ
さ
の
あ
つ
こ)

○
カ
デ
ナ　
　
　
　

(

池い
け
ざ
わ澤　

夏な

つ

き樹)

○
チ
ッ
チ
と
子こ　
　

(

石い

し

だ田　

衣い

ら良)

○
雨う

げ

つ月
物も

の
が
た
り

語　
　
　

(

岩い

わ

い井
志し

ま

こ

麻
子)

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
ツ
リ
ー(

小お

が

わ川  

糸い
と)

○
殴な

ぐ

る
女

お
ん
な　

　
　
　

(

荻お

ぎ

の野
ア
ン
ナ)

○
製せ

い
て
つ鉄

天て

ん

し使　
　
　

(

桜さ
く
ら
ば庭　

一か

ず

き樹)

○
再さ

い
か
い会　

　
　
　
　
　

(

重し
げ
ま
つ松 

清
き
よ
し)

○
ほ
か
な
ら
ぬ
人ひ

と

へ(

白し
ら
い
し石  

一か
ず
ふ
み文)

○
甘が

ん
く
う
し
ゃ
ん
は
い

苦
上
海 

４   (

高た

か

ぎ樹
の
ぶ
子こ

)

○
夜よ

る

の
終

し
ゅ
う
え
ん焉

　
　
　

上･

下
巻   (

堂ど

う

ば場　

瞬
し
ゅ
ん
い
ち一)

○
レ
モ
ン
タ
ル
ト　

(

長な

が

の野
ま
ゆ
み)

○
沈ち

ん
も
く黙

の
森も

り　
　
　
　

(

馳は
せ　

星
せ
い
し
ゅ
う周)

○
聖し

ょ
う
と
く
た
い
し

徳
太
子
の
密み

っ

し使(

平ひ
ら
い
わ岩  

弓ゆ

み

え枝)

○
ア
ン
ジ
ェ
リ
ク　

(

藤ふ
じ
も
と本

ひ
と
み)

○
い
か
ず
ち
切ぎ

り　

(

山や
ま
も
と本　

一い
ち
り
き力)

○
小こ

た

ろ

う

太
郎
の
左

ひ
だ
り
う
で

腕　

  (

和わ

だ田　

竜
り
ょ
う)

●
児
童
書

○
帰か

え

っ
て
き
た
半は

ん

ズ
ボ
ン
隊た

い

　
　

上･

下
巻

○
か
し
こ
い
モ
リ
ー

○
お
そ
ば
お
ば
け

○
お
と
ん

○
お
か
ん

○
絵え

で
見
る
お
ふ
ろ
の
歴れ

き

し史

○
そ
の
手て

に
１
本ぽ

ん

の
苗な

え

ぎ木
を

  -

マ
ー
タ
イ
さ
ん
の
も
の
が
た
り-

○
お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
？

○
楽た

の

し
い
ス
ケ
ー
ト
遠え

ん
そ
く足　

　
　

他

 

十
二
月
の
本
棚

｢

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
は
ど
こ
い
っ
た
？｣

バ
レ
リ
ー･

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
／
作
・
絵

　
　
　

な
か
が
わ　

ち
ひ
ろ
／
訳

　

ケ
ー
キ
屋
さ
ん
で
ア
ッ
プ
ル
パ
イ

を
買
っ
た
ヤ
ギ
く
ん
。
し
か
し
、
パ

イ
を
泥
棒
に
盗
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
森
へ
逃
げ
た
泥
棒
を
追
い
か
け

よ
う
と
し
た
け
れ
ど
…
。
次
か
ら
次

へ
と
、
さ
ぁ
大
変
！

　

ヤ
ギ
く
ん
と
ブ
タ
く
ん
の
会
話
か

ら
、
想
像
が
膨
ら
む
楽
し
い
絵
本
で

 

「
い
っ
し
ょ
に

          

読
も
う
か
」

お
は
な
し
会
の
ご
案
内

※
12
月
の
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

26
日(

土)

・
午
前
10
時
30
分
～

　

学
習
室
（
小
学
生
・
幼
児
向
け
）

※
1
月
の
「
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

13
日(

水)

・
午
前
10
時
30
分
～

　

幼
児
コ
ー
ナ
ー
（
幼
児
向
け
）

　

図
書
館
休
館
日

   

12
／ 

14 

( 月 )
・ 

21  

( 月 ) 

・ 

24 

( 木 ) 

      　

28 

( 月 )  

～  

1
／
4  

( 月 )

　
　
　

※
年
末
年
始
休
業
で
す 

   

1
／
12 

( 火 )
・ 

18  

( 月 ) 

・ 

25  

( 月 )

な
い
。
親
と
し
て
、
子
供
の
心
の
中

の
思
い
を
感
じ
、
共
感
で
き
る
こ
と

が
大
切
。
」
と
い
う
先
生
の
言
葉
に

子
育
て
の
ヒ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

  

学
校
週
５
日
制
対
応
講
座
（
４
）

  

わ
く
わ
く
木
の
虫
と
工
作

▲日頃の生活を振り返り…

　

11
月
の
婦
人
学
級
は
、
駒
ヶ
根
市

に
あ
る
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練
所
を

見
学
し
、
組
織
や
施
設
、
任
地
体
験

の
説
明
を
受
け
、「
も
う
少
し
若
か
っ

た
ら
参
加
し
た
い
」
の
声
が
出
る
程

の
熱
心
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

宮
田
大
学
で
は
、
学
級
生
の
池
上

靖
子
さ
ん
を
講
師
に
料
理
教
室
を
開

き
、
鮭
缶
入
り
ピ
ラ
フ
、
簡
単
ロ
ー

ル
キ
ャ
ベ
ツ
、
ミ
ル
ク
け
ん
ち
ん
汁
、

凍
り
豆
腐
の
鳴
門
サ
ラ
ダ
、
凍
り
豆

腐
の
卵
焼
き
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

11
月
15
日
に
つ
つ
じ
が
丘
分
館
、

11
月
17
日
に
は
町
１
区
分
館
で
、
そ

れ
ぞ
れ
人
権
学
習
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
町
１
区
分
館
で
は
、
宮
田
中
学

校
の
唐
澤
孝
則
教
頭
先
生
に
講
師
を

お
願
い
し
、
「
男
女
が
お
互
い
の
立

場
を
尊
重
し
あ
い
、
協
力
し
て
い
く

こ
と
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
参
加

者
全
員
で
学
び
合
い
ま
し
た
。

▲施設の説明を受ける参加者▲凍り豆腐をつぶしてね…

▲日頃の子育てを振り返りながら

た
。
各
作
品
は
文
化
祭
に
出
品
す
る

予
定
で
製
作
し
た
作
品
で
、
短
期
間

で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
作
が
並

　

11
月
20
日
よ
り
５
日
間
、
今
年
の

公
民
館
の
学
級
や
教
室
、
講
座
等
の

作
品
の
展
示
会
が
、
村
民
会
館
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
開
か
れ
ま
し▲それぞれの作品が並びました

び
、
来
館
さ
れ
た
方
々
の
関
心
を
集

め
て
い
ま
し
た
。

▲真剣な「木の虫」作り

  

子
育
て
学
級

 
じ
っ
く
り
、
ゆ
っ
た
り
、
子
育
て

～ 

時
に
は
泣
い
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
ん 

～

  

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

婦 

人 

学 

級

  

簡
単
な
料
理
に
挑
戦

　
　
　
　
　
　
　
　

 

宮 

田 

大 

学

  

分
館
事
業

   

人
権
学
習
会

で
す
。
カ
ウ
ン
タ

ー
前
の
コ
ー
ナ
ー

に
て
年
賀
状
の
書

き
方
・
作
り
方
の

資
料
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
下
さ
い
。

す
。
さ
て
、
ア
ッ
プ
ル

パ
イ
は
ど
う
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
絵
の
中

に
隠
れ
る
泥
棒
も
見
つ

け
て
み
よ
う
！
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  おすすめ   【会席御前プラン】

 ぽっきりプラン
  幹事さん楽々 120 分飲み放題付

  オードブル  5,500円

  会席・オードブル  6,000 円

  会席          7,000 円
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こ
の
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報
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を
使
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い
ま
す
。
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ふれあい広場隣に移設さ
れた本陣の前には当時の
道も復元されている。

　

江
戸
時
代
に
伊
那
街
道
「
宮
田
宿
本
陣
」
が
置
か

れ
て
い
た
旧
道
の
仲
町
交
差
点
付
近
で
す
。

　

伊
那
街
道
の
始
ま
り
は
、
江
戸
時
代
に
入
る
少
し

前
の
１
５
９
３
年
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
り
飯
田
を
治
め

る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
京
極
高
知
が
道
路
整
備
に
着

手
し
て
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
天
竜

川
の
近
く
を
通
っ
て
い
た
道
を
西
側
の
一
段
高
い
場

所
に
引
き
上
げ
、
一
定
間
隔
に
宿
場
を
置
き
道
路
整

備
を
進
め
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
入
り
、
宮
田
宿
は

南
に
荒
れ
川
の
太
田
切
川
を
控
え
た
重
要
な
宿
場
の

ひ
と
つ
と
し
て
発
展
し
ま
す
。
白
心
寺
の
入
り
口
付

近
か
ら
北
町
交
差
点
の
少
し
手
前
ま
で
の
約
３
０
０

メ
ー
ト
ル
が
宮
田
宿
の
範
囲
で
、
両
側
に
び
っ
し
り

と
家
が
並
び
、
道
路
幅
は
約
10
メ
ー
ト
ル
と
当
時
と

し
て
は
驚
く
ほ
ど
の
広
さ
で
、
道
路
の
中
央
に
は
川

が
流
れ
て
い
ま
し
た
。馬
が
水
を
飲
ん
で
休
憩
を
し
、

防
火
用
水
に
も
な
る
実
益
と
風
情
を
備
え
た
道
も
、

運
送
の
主
役
が
馬
か
ら
車
に
代
わ
り
始
め
た
明
治
29

年
頃
、
今
の
よ
う
な
形
に
改
修
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

こ
こ
っ
て
ど
ん
な
場
所
　
再
発
見
！
み
や
だ
む
ら

  
伊
那
街
道
と
宮
田
宿         

（
町
１
区
） 

MIYAKANの宴会がおもしろい !!

ご予約・お問い合わせ    宮田観光ホテル 松雲閣   TEL 0265-83-2134

宮観の忘新年会特選プラン

期間：2010 年２月 28 日まで
更に平日（月～木曜）予約で豪華特典

お酒またはソフトドリンク１本付・５％引き・10 名様ごとにカニ盛りサービスなど

湯ったり宿泊プラン ２名様より・要予約

１泊２食付
宿泊特別料金

9,600円～
休前日 10,650 円～ / お一人様
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